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　最近の日本の歴史学界全般における研究の一般的傾向
は，いわゆる「社会史」「生活史」優先型とでも呼ぶに
相応しい状況にあるといっても過言ではないだろう。イ
ギリス史関係に限定しても最近出版された概究学術書や
翻訳書には，この傾向を強く見出すことができる。学会
誌などに発表される研究論文は，社会経済史的な分析を
もって精緻な解明をみせているものが依然中核を占めて
いるとはいえ，徐々に「社会史」や「生活史」をテーマ
にしたものが時流に乗りつつある。特に多くの人々に問
題の投げかけを試みようとする場合には，後者の傾向を
示すものが俄然大勢を占めつつある。
　一例を挙げれば，かつて発行された岩波講座の『世界
の歴史』のシリーズは，伝統的な方法によって政治・経
済・宗教・文化などに関して精緻な資料分析を試みなが
ら論旨を展開する重厚で学術的な論文集を中心とする内
容のものであったが，最近の同書店が編集発行するr世
界史叢書』『世界史への問い』のシリーズなどは，その性
格を一変している。前者の「叢書」には多少，従来から
の傾向を踏襲したかの如き性格をかいま見ることも可能
だが，後者の場合にはまさに最近の新しい傾向の中にど
っぷりと浸かりきったかの観さえある。例えばその3巻
の「移動と交流」では，そのプロセスを解明するのに，
そこに生じる社会変化や秩序形成の究明を主眼としなが
らも，その手段としては「言語」「情報」「為替」などを
媒介にして，いわゆる「人と人との結びつきの歴史的あ
り方」に焦点を置くという方向性の強い構成となってい
ることでもわかる。
　このように学術書的性格の強い岩波書店の「歴史叢書」
や「シリーズ」でさえこのような傾向が強く導入されて
いることからも明らかなように，極めて大衆性の強い企
画になればなるほど，その傾向はさらに一段と顕著にな
ってくる。その一・二を挙げればW．Mintz，　Sweetness
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and　Power，1985；W．ミンツ，川北・和田訳r甘さと
権力』平凡社やS．Billington，　A　Social　History　of
the　Fool，1984；S．ビリントン，石井訳『道化の社会
史』平凡社などは，前老は食物としてのく砂糖〉がどの
ような過程で生産され，消費にいたる過程で諸々の国々
が如何に興亡をきわめたかを辿るなかから，イギリスが
それにどう係わっていき，しかも権力を掌握していった
かを解析している。後者はイギリス民衆文化のなかの実
像として〈道化〉を中世からの時間的経過のなかで，そ
の存在の意義を考察しながら，また後の時代の祭りや演
劇のうちでそれがどのような変遷をたどったかを探りつ
つ，イギリス文化の特質に接近している。
　この傾向の研究は中世史に限っても，社会経済史的な
研究成果と比較しても見劣りしないだけの研究書や論文
数を見ることができる。書物名だけに限定しても『中世
ヨーロッパ生活誌』『中世の職人』『中世の結婚』『西洋
中世人の罪と罰』など枚挙に逞がない。イギリス中世史
についても，こうした傾向は無縁ではなく，新しい研究
方向のなかで「封建制」の問題も「社会史」「生活史」
的に再考察されなければならない時期にきている。
　前書きが長くなってしまったが，本年度は上記のテー
マのもとに，イギリス中世城郭の過去の研究史の一般的
傾向を振りかえるなかから，新しい方向を見極め，それ
を整理するなかで問題点を抽出しようとするものであっ
た。
　イギリス中世城郭に関する研究は，1066年の「ノルマ
ソ征服」Norman　Conqestと無縁では開始できるもので
はなかった。それは「居住性」と「防禦性」をもつ「城
郭」と呼ばれる建造物の形態と「Castle」という言語
は，イギリスにはノルマン征服とともに，大陸よりもた
らされたと見るのが一般的であるからである。しかし，
言語はともかくとして，「城郭」と呼ばれてもそれほど
違和感を覚えさせない程度の建造物はアングロ・サクソ
ン時代にも存在していたことはrアングロ・サクソン年
代記』Anglo－Saxon　Chronicleの記述からも確認され
るところであった。こうした理由もあって，イギリス中
世城郭に関する研究は，概ね「封建制起源論」の研究と
同機軸で考察されてきたといっても過言ではない。すな
わち，ノルマン征服を契機にイギリスの封建制の誕生を
説くJ．H，　Round（J．　H，　Round，　Feudal　England，
1896）と，それ以前のアングロ・サクソン社会にその萌
芽を容認しようとするE．A．　Freeman（E．　A．　Freeman，
History　of　the　Norman　Conqest　of　England，1867～
79）との見解との狭間で考究されてきた。前者の「ノル
マン封建制起源論」と後者の「アングP・サクソン封建
制起源論」とにわかれた。通常，前老は「断絶説」と呼
ばれ，後者は「連続説」と呼ばれて，前者が長い間にわ
たって定説の座を保持し続けてきた。
　つい最近まで，J，H．　Round説を原則的に継承する
F．M．　Stentonなどが，この類の研究の第一人者として
容認されていた。（F．M．　Stenton，　The　First　Century
of　English　Feudalisln，1932）しかし，無論J．H．　Round，
F．M．　Stentonなどの「断続説」に全く異論がなかっ
たわけではなく，はやくより多くの批判があったことも
事実である。それは「断続説」と「連続説」の中間的位
置を占めている説で，「第三理論」とも呼ばれC．W．
Hollister，　Anglo－Saxon　Military　Institution，1962）
の見解で，彼は封建軍隊の問題をアングロ・サクソソ時
代とノルマン征服以後のノルマン封建国家での封建軍隊
とを比較して，結論的には騎士を中心とした封建軍団は
ノルマン征服後に誕生はしていても，民兵組織に見られ
る軍役奉仕の義務はアングロ・サクソン時代からの慣習
に基づいて実施されたことを立証した。
　イギリス中世城郭の研究も前述したように，こうした
「制度論」と関連した範疇の内で社会制度史的に考察さ
れ，論争されてぎたといっても過言ではない。その最も
代表的な傾向はG．　T。ClarkとES．　Armitageの研
究とその争点の内に見ることができる。ある意味でこの
両者の研究は古典的・制度史論的研究の出発点をもたら
したともいえる。
　G．T．　Clarkはその研究書（G．　T．　Clark，　Medieval
Military　Architecture　in　England，2vols，1884）に
おいて建築史的側面から中世城郭の形態的理論の確立と
その制度史的解釈を構築した。当時としては極めて実証
的考察をおこなったもので，その成果は「クラーク理論」
としても箸名である。すなわち2巻本のうちの1巻で
は，イギリスのローマ時代からの建造物であるEarth－
workから12世紀の中世城郭の最盛期のEdwardian
Castleに至るまでの「城郭」の形態的変遷を建築学的知
識を駆使しながら整理しており，その2巻は，そこに登
場させた主要城郭の実測図を添付した部分で，フランス
の二・三の城郭もふくまれてはいるが，総数にして約100
に近いグランド・プランを見ることができる。整理の方
法もアルファベット順にAlwick城からYork城に至
るまでが網羅されている。
　同じような系譜の中でこの問題に取り組んだのが，前
述したようにE，S．　Arinitageで，その研究的成果（E．
S．Armlt ge 　Early　Norman　Castle　of　the　English
Isles，1912）は代表的著述ということができよう。この
著述においてE．S。　Armitageは特に11世紀前後の
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「Motte　Castle」を中心にして，いわゆる「ノルマン征
服」期の封建制度の導入と関係させながら，城郭がイギ
リス社会にどのような影響を及ぼしたかを，きわめて実
証的に考察した。両者の間で論争された問題点は既述し
た「Motte　Castle」すなわち，　Motte　and　Baileyとい
われる（土壌を積み上げた「築山」の部分とその下部に
接続する空掘をめぐらした「外庭」の部分から構成され
る城郭）形態の発生時期とその性格規定についてであっ
た。G．　T．　Clarkがその発生時期とその性格規定に関し
てはアングロ・サクソン時代のBurhであると想定する
のに対して，E．　S．　Armitageはこの形態こそが，時間
的にはアングロ・サクソン時代に二・三は存在するにし
ても，11世紀のノルマン征服によって大陸よりイギリス
に本格的に導入された大陸型封建制度の軍事的体制の核
になりえたCastleだったのではないかと力説したので
あった。400頁におよぶその論述の大部分を「Motte
Castle」に当てていることでもその力点がどこにあるか
を推定することはできよう。
　E．　S．Armitageはイギリスの各地に残存する「Motte
Castle」の実態を詳細に分析するζとからはじめ，つい
でアングロ・サクソン時代のもろもろの防禦建造物と比
較をしながら，アングロ・サクソン人，デーン人，ノルマ
ン人などの築城概念などとも対比させて，その「Motte
Castle」の実態に接近しようとしている。膨大な資料に
も丹念にあたりながら，すなわち，Domesday　Bookや
Pipe　Ro11なども紐解きながら実態の検証をくりかえし
ている。結論的には上述したようにノルマン封建社会の
城郭こそはこの類型に属するもので，軍事力をもってノ
ルマン征服を果たし，イギリス各地での軍事的制圧をす
すめながら封建統治を貫徹していこうとしたノルマン王
朝にとっては，このような小規模で短時間に築城できる
簡便な形態をもつ城郭こそが，絶対不可欠のものであっ
たと結論するのである。
　このようにイギリス中世城郭の研究は社会制度史的な
研究と歩調をあわせながら進んできたということができ
る。1066年の「ノルラン征服」を境にして，その封建制
の「断絶説」と「連続説」との考察と複雑にからみあい
ながら，封建制社会の伸展のなかで中世城郭がどのよう
な形態と意義を持ち得たかが中心課題であった。その意
味でもイギリス中世城郭の研究はG．T．　ClarkとE．　S．
Armitageの両名によってスタートが切られたといって
も過言ではないだろう。
　その後の研究は前述の系譜の流れの中で進展してい
き，A．　HarveyからS．　Toyに至る結実を見ることが
できる。A．　Harveyは（A．　Harvey，　The　Castles
and　Walled　Towns　of　England，1911）という250頁
ほどの研究書において「天守」（Keep）を中心にその形
態の変遷を追っている。この書物の80％ほどは，この
「天守」の形態史的変化の分析にあてているので既述の
G．T．　Clarkの建築学的研究はA．　Harveyに受け継が
れていったということがでぎるであろう。A．　Harveyは
「天守」は類別すると次の5類型に区分することができ
るとしている。初期の「天守」は（1）Rectangular　Keep
で次いで，（2）Shell　Keep，（3）Circular　Keep，（4）Keep－
less　Keep，（5）Concentric　Castleと発展していったと
みるのである。特に最後の形態はEdwardian　Castle
とも呼ばれるが，これはイギリス国王のエドワード1世
から3世時代にかけての，いわゆる中世城郭の最盛期の
形態を示すもので，厳格にはこの形態を最後として中世
城郭はその姿を消すことになるという。彼の研究で特に
特徴的なのはBedfordshireから始まってRadnorshire
までの約450ばかりの，ウェールズも含む城郭一覧表を
掲げたことで，それも現在残存しないものまでも含めて
その形態の変遷の跡を辿っていることであろう。
　A．H．　Thompsonは（A．　H．　Thompson，　Military
Architecture　in　England　during　the　Middle　Ages，
1912）という表題の380頁ほどの研究書を誕生させた。
この書においてA，H．　Thompsonはノルマン征服後の
城郭を次の4類型に分けている。すなわちNorman
Castle，　Cylindrical　Tower　Keep，　Fortification　of
the　Curtain，　Edwardian　Castleとしている。類型的に
は前述のA．Harveyの分類方法と基本的には大きく食
い違うものではないが，彼の考察において特徴的なの
は，城郭と戦術との関係についても言及している点で，
攻城術や防禦術的な面から見た城郭そのものの建築学上
の特徴を挙げているところであろう。参考文献も基本的
学術書と一般書などに分類しながらも，関係文献を網羅i
しているところは，文字どおり当時にあっては城郭に関
する総合的研究書と呼ぶにふさわしいものであった。前
述の研究系譜からすればG．T．　Clark風建築史学的考察
とE．S，　Armitage風社会制度史的考察をドッキングさ
せたかのごとき雰囲気をかもしだしている書物というこ
とがでぎよう。
　その後しばらくは，休息的時期を経過するが，1930年
代にはいって写真技術の向上とあいまって多くの写真資
料を利用した研究書が出現するようになった。さらには
50年代になると，航空写真などもふんだんに駆使した今
までとは異なった術轍図なども挿入した新しい研究書が
誕生するようになった。航空写真の導入は今までには見
られなかった立地条件の解析には新しい成果をもたらし
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た。
　例えば，M．　W．　Beresford＆　J．　K．　St．　Joseph，
Medieval　England，　An　Aerial　Survey，1958，などに
よると，現在は中世の城郭は確認できないが記録や古地
図などにのみその存在位置が知られている城郭，すなわ
ち現在は耕地などに全く変貌してしまって平坦地になっ
ていても，長い期間にわたってそこに城郭が存在し，土
塁や空掘などがあったところは，土壌の硬軟や雨水の浸
透の仕方が微妙に相違しているので，雨が降った翌日で
天候の良い日に，ある一定の高さから航空写真で撮影す
ると，水分の吸収度合いの違いから，縞目模様のような
図柄で，往時の姿を写し出すことが可能であることが実
証された。実際は記録の中でしか存在しない城郭などの
規模を現実の地表に，しかも現実の姿として見ることが
可能な時代になったのである。少し余談ではあるが，中
世の三圃制度のStripe「条地」の実際の姿は，これらの
航空写真では正確に復元が可能である。ただこのAerial
Surveyの研究書ではこの航空写真撮影の具体的高さと
かフイルムの種類とかに関しては詳細な記述がないので
正確にその技術を知ることはできないが，科学技術が学
問研究に多大の貢献を果たす時代になって，見えないも
のを現実に見ることができる時代になったというのは大
変に喜ばしいことである。こうした科学技術の導入はす
べての学問研究と同じように城郭史研究の成果を飛躍的
に高めることにつながった。
　さて，本題に戻すが既述の1930年代の班究の代表的な
ものはH．Braun（H．　Braun，　The　English　Castle，
1936）の書物に見ることができる。書籍そのものはたっ
た115頁の小書であるが，城郭の写真を120枚も使用した
研究書で，そうした意味からは，一つの新しい研究方法
を誕生させ，新しい時代を迎えたものだといっても過言
ではないだろう。後者，すなわち航空写真などの科学技
術の援助を受けて研究成果を促進するようになったのは
前述のAn　Aerial　Surveyの部面でも記述したように，
1950年代になってからであった。その代表的研究者はな
んといってもS．Toyを除いて他に求めるこ’とはできな
い。彼は，その研究書（S．Toy，　The　Castles　of　the
Great　Britain，1953）において，総合的な研究方法を
導入した。イギリス中世城郭史研究はこの時をもって最
盛期を迎えたといえよう。その後の研究は大なり小な
り，S．　Toyの研究方法を踏襲しているといっても過言
ではない。
　S．Toyの上述の研究書では，城郭の形態分類はA．
HarveyとH．　Thompsonが採用したそれぞれの方法
を複合したような形をとり，Shell　Keep，　Rectanguler
Keep，　Edwardian　Castle，　Tower　Houseを基本型と
する。そして東方からの影響や社会状況の変化が城郭の
形態にどのような影響をもたらしたかを分析する。実証
的なグランド・プランで検証し，航空写真も多数挿入し
て図版だけでも200枚を越えるほどである。書籍そのも
のは273頁ほどのものであるが，内容的には重厚な総合
中世城郭研究書である。その後はA．Toules（A．　Tou－
les，　Castles　of　the　Western　World，1958）に見られ
るような世界史的視野からの広域的比較研究へと，研究
そのものの一般的傾向は進展していくのである。
　以上見てきた傾向がイギリス中世城郭史「正史」に該
当する部分であるが，冒頭に述べたような「社会史」
「生活史」的考察を試みたものが以前に全然なかったわ
けではなくJ．Mackenzie（J．　Mackenzie，　The　Castle
of　England，2vols，1894）やE．　D．　D’Auvergne（E．　D．
D’Auvergne，　The　Castle　of　England，1894）などに，そ
の前兆を見ることはできる。しかし，はっきりした形で
出現するのは1960年代になってからであろう。例えば，
J．　J．Bagley（J．　J．　Bagley，　Life　in　Medieval　Eng－
Iand，1960）や0．　G．　Tomkeieff（0．　G．　Tomkeieff，
Life　in　Norman　England，1966）には，そうした傾向
をみることができる。
　JJ．　Bagleyはこの書において中世時代の人々の生活
を「街道」「市場」「交易」の側や教会，修道院，学校，
城郭などの生活の中から浮き彫りにしようとしている。
特に興味が注がれるのは，築城が実施される場合にその
用地確保のための民間の家屋がどの程度取り壊されたか
を検証している点である。0．G。　Tomkeieffは「生活史」
的側面から中世城郭の築城問題を取り上げ，単なる軍事
的条件の中からだけではなく生活環境の問題としても把
握しようとしている。すなわち，ノルマン征服以来の歴
代の国王が統治を貫徹するために築城を計画するとき，
防禦的軍事的配慮だけでなく，生活の場としての配慮を
おこなった点をみるのである。生活の快適さと火災の危
険性などを天秤にかけながら，どのように実施していっ
たかを解析し，Bayeux　Tapestryなども参照にして，
石造と木造との長所と短所の接点をどこに求めたかに注
目する。
　しかしこうした傾向はS．Toyの総合性とは異なった
意味での「社会史」「生活史」的総合性という新しさを
持っているとはいっても，ともすると考究の方法が情感
的解析に流れがちである。やはりS．Toyなどに見られ
るような伝統的総合性を踏まえた上での傍証的意味合い
の「社会史」や「生活史」的考察が必要なのであって，
後者が前者から離れた形での独走は好ましいことではな
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いだろう。
　比較的最近，そうした意味での新しい統合性をもった
研究書が多く見られるようになり嬉しい限りであるが，
その二・三を挙げれば次のようなものがある。L．　Can－
tor，　The　English　Medieval　Landscape，1982；C．
Platt，　The　Castle　in　Medieval　England　and　Wales，
1982；R．A．　Brown，　The　Architecture　of　Castle，
1984；N．J．　G．　Pounds，　The　Medieval　Castle　in
England　and　Wales，1990；J．　R．　Kenyon，　Medieval
Fortifications，1990．
　今稿では，その中身に触れる余裕はないが，前述した
ように「社会史」「生活史」的考究が，少しずつではあ
ってもイギリス中世城郭史の研究のなかにも浸透してき
ている点はまちがいのない事実であろう。それは改めて
別の機会に詳述したいと考えている。
